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「
第
十
三
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
ｉ
ｎ
と
や
ま
が
十
月
十
三
～

十
四
日
、
富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル 

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
他
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
二
千
余
名
の
女
性
部
員
が
富
山
に
集
い
、
商
工
会
女
性

部
の
更
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

第
十
三
回 

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
ｉ
ｎ
と
や
ま
開
催

２　1 面に続き女性部全国大会
３　坂井会長叙勲、食マッチングセミナー、

青年部中部ブロック大会
４　全国展開支援事業の取組み、地域資源

活用事例
５　経営のお得なお話、経営安定特別相談

室、販促カレンダー
６　全国物産展開催案内、トップセミナー、

買物弱者先進地視察
７　月刊　商工会より
８　中小企業施策、各地のイベント 12 月

商工
春
秋
最
新
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
発

売
と
な
り
市
場
を
賑
わ
せ

て
い
る
。
新
た
に
通
信
会
社
が
販

売
に
加
わ
り
、
二
社
か
ら
発
売
さ

れ
シ
ェ
ア
競
争
が
一
段
と
加
速
。

一
方
で
、
カ
リ
ス
マ
経
営
者
の
最

後
の
遺
作
と
し
て
も
大
き
な
話
題

と
な
り
、
販
売
台
数
が
増
加
し
て

い
る
要
因
と
い
う
。
今
年
の
ヒ
ッ

ト
商
品
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

事
は
ま
ず
間
違
い
な
い
が
、
デ
ザ

イ
ン
的
に
は
前
作
と
変
わ
り
の
無

い
こ
の
端
末
。
性
能
を
拡
充
し
こ

こ
ま
で
話
題
に
な
る
の
は
、
こ
の

商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
や
は
り

し
っ
か
り
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
手
に
し
て
み
る
と
、

通
信
ス
ピ
ー
ド
が
向
上
し
、
操
作

性
が
格
段
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。

前
作
以
上
に
特
有
の
ワ
ク
ワ
ク
感

を
感
じ
る
事
が
出
来
た
▼
良
い
商

品
に
は
作
り
手
の
顔
が
見
え
る
と

言
う
が
、
確
か
に
開
発
を
指
揮
し

た
カ
リ
ス
マ
経
営
者
の
商
品
に
込

め
た
思
い
を
垣
間
見
る
と
同
時
に
、

そ
の
経
営
者
に
は
使
う
ユ
ー
ザ
ー

の
顔
が
し
っ
か
り
見
え
て
い
た
事

が
分
か
る
▼
加
速
度
的
に
細
分
化

が
進
む
市
場
で
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生

み
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、

例
え
ニ
ッ
チ
で
あ
っ
て
も
作
り
手

側
に
そ
の
商
品
を
使
う
人
の
顔
が

見
え
て
い
れ
ば
、
ニ
ー
ズ
を
捉
え

て
差
別
化
す
べ
き
機
能
や
性
能
が

必
ず
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
パ
ノ
ラ
マ

キ
ト
キ
ト　

富
山
発
！
素
敵
な
仲
間

と
の
出
会
い
～
広
げ
よ
う　

伝
え
よ

う　

き
ら
め
く
明
日
へ
」。
大
会
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
富
山
市
八
尾
山
田
商
工

会
女
性
部
に
よ
る
「
越
中
八
尾
お
わ

ら
踊
り
」
で
開
幕
。
全
国
商
工
会
女

性
部
連
合
会
よ
り
大
会
旗
が
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
お
亡
く
な
り
の

方
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
参
加
者
全
員

に
よ
る
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
次
い

で
、
夏
野
麗
子
富
山
県
商
工
会
女
性

部
連
合
会
長
が
「
皆
さ
ん
が
笑
顔
で

富
山
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
。

力強く開会を宣言する夏野県女性連会長
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　

国
歌
斉
唱
、
商
工
会
女
性
部
の
歌

斉
唱
、
誓
い
の
言
葉
と
続
き
、
末
武

栄
子
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長

が
挨
拶
の
中
で
、
参
加
し
た
女
性
部

員
に
対
し
「
元
気
に
！
明
る
く
！
前

向
き
に
！
女
性
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
富
山
大
会
で
女
性
部
員
同
士
の

出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
」
と
期
待

を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　

徳
増
有
治
中
小
企
業
庁
経
営
支

援
部
長
、
石
井
隆
一
富
山
県
知
事
、

坂
田
光
文
県
議
会
議
長
、
松
村
祥

史
参
議
院
議
員
（
全
国
商
工
会
連

合
会
顧
問
）
ら
の
祝
辞
に
続
き
石

澤
義
文
全
国
商
工
会
連
合
会
長
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
商
工
会
女
性
部
全
国

組
織
化
四
十
五
周
年
記
念
事
業
報

告
が
あ
り
、
優
良
女
性
部
、
女
性

部
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
各
種
表

彰
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
四
名

の
女
性
部
連
合
会
長
よ
り
、
全
国

の
商
工
会
女
性
部
の
被
災
地
へ
の

支
援
に
対
し
、
感
謝
を
述
べ
現
状

等
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
震
災
の
影

響
も
あ
り
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

が
出
場
で
き
な
い
こ
と
か
ら
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
の
五
人
が
出
場
し
、
日

頃
の
女
性
部
活
動
に
つ
い
て
発
表
を

行
っ
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、
富
山
県
立
山

博
物
館
の
米
原
寛
館
長
よ
り
「
立
山

信
仰
と
越
中
売
薬
の
心
と
知
恵
」
と

題
し
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
旗
の
引
き
継
ぎ
が

行
わ
れ
、
次
回
開
催
地
で
あ
る
京
都

府
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
た
。

　

式
典
開
催
中
は
、
富
山
の
特
産
品

等
を
販
売
す
る
「
富
山
き
と
き
と
市
」

も
同
時
開
催
さ
れ
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト
と
し
て
、

麦
屋
踊
り
で
参
加
者
を
お
見
送
り

し
、
千
余
名
に
よ
る
交
流
会
が
富
山

市
総
合
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

交
流
会
で
は
、
富
山
の
地
元
食
材
を

使
っ
た
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
こ
き

り
こ
、
射
水
市
商
工
会
青
年
部
、
天

の
川
（
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
）
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
富
山
の
青
年
部

員
が
参
加
者
を
も
て
な
し
た
。　

　

参
加
者
か
ら
は
「
富
山
の
お
も
て

な
し
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
随

所
で
手
作
り
感
の
あ
る
心
温
ま
る
大

会
だ
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

二
日
目
は
県
内
観
光
地
等
を
そ
れ

ぞ
れ
で
視
察
す
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
二
日
間
に
わ
た
る
全

国
大
会
全
日
程
を
終
了
し
た
。

末武全女性連会長徳増経営支援部長

石井県知事

松村参議院議員石澤全国連会長

米原立山博物館長

坂田県議会議長

大会旗の引き継ぎ
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県
商
工
会
連
合
会
は
、
九
月
二
十
九
日
、
県
中
小

企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
「
と
や
ま
食
マ
ッ
チ

ン
グ
懇
談
会
～
商
談
会
を
成
功
に
導
く
セ
ミ
ナ
ー
～
」

を
開
催
し
た
。

　

㈳
新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
か
ら
二
名

の
講
師
を
迎
え
、
十
一
月
十
八
日
に
開
催
す
る
首
都

圏
流
通
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
会
に
参
加
す
る
県
内
の

食
品
製
造
小
売
業
者
の
う
ち
十
四
社
十
九
名
が
参
加

し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
前
段
で
は
、
新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
協
会
の
長
澤　

睦
氏
が
「
商
談
会
へ
の
心
得
」

と
題
し
講
演
。
商
談
会
に
臨
む
準
備・心
構
え
と
し
て
、

相
手
企
業
情
報
の
収
集
、
商
談
会
で
の
バ
イ
ヤ
ー
へ

の
接
し
方
、
商
談
時
間
の
使
い
方
、
商
品
情
報
の
資

料
等
、
バ
イ
ヤ
ー
が
商
品
選
択
に
際
し
て
重
視
す
る

八
項
目
（
味
、
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
）
に

つ
い
て
説
明
。

　

後
段
で
は
、
同
・
籾
山
朋
輝
氏
に
よ
り
、
模
擬
商

談
会
を
開
催
。

　

商
談
会
当
日
の
参
加
バ
イ
ヤ
ー
の
客
層
や
店
舗
数

な
ど
事
前
情
報
に
基
づ
き
、
参
加
者
全
員
が
そ
れ
ぞ

れ
バ
イ
ヤ
ー
役
、セ
イ
ラ
ー
役
を
交
互
に
演
じ
た
。「
商

談
会
へ
の
心
得
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
際
に
行
っ
て
み

る
こ
と
で
プ
レ
ゼ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
伝
え
た
い
情
報
に
つ
い
て
、
バ

イ
ヤ
ー
先
毎
の
対
応
や
事
前
の
資
料
整
理
の
大
切
さ

が
理
解
で
き
た
。
商
談
会
ま
で
に
は
し
っ
か
り
と
し

た
準
備
で
臨
み
た
い
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

広域指導課

調査期日 平成24年2月1日(水)

経済センサス
活 動 調 査

皆様のご理解とご協力をお願いします。

総務省　経済産業省　富山県
http://www.stat.go.jp/data/
e-census/guide/index.htm

商
談
会
を
成
功
に
導
く
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

十
月
十
八
日
に
三
重
県
の
ホ
テ
ル
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
津
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

富
山
県
代
表
の
南
砺
市
商
工
会
青
年
部 

斉
藤
義
成
さ
ん
は
「
青
年
部
活
動
に
必
至
に

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
を
助
け
て

く
れ
る
心
強
い
仲
間
が
必
ず
現
れ
る
の
だ
」

と
発
表
し
、
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
最
優
秀
賞

に
は
、
石
川
県
代
表
森
本
商
工
会
青
年
部 

宮
川
真
治
さ
ん
が
選
ば
れ
、
平
成
二
十
四
年

二
月
七
日
に
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
出
場
す
る
。

商工会青年部主張発表中部ブロック大会

斉 藤 義 成さん（南砺市）　中部ブロック大会　優秀賞

上
市
町
商
工
会
長

　

坂
井
穗
悦
氏

晴
の
栄
誉
に
輝
く

春
の
叙
勲

「
旭
日
双
光
章
」

　
　

を
受
け
る

春
の
叙
勲

「
旭
日
双
光
章
」

　
　

を
受
け
る

　

春
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章

を
受
章
し
た
上
市
町
商
工
会

長
で
元
町
議
会
議
長
、
坂
井

穗
悦
氏
の
祝
賀
会
が
十
月
二

日
、
魚
津
市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
で
開
か
れ
、

政
治
・
経
済
界
な
ど
の
約
一

六
〇
人
が
祝
っ
た
。

　

発
起
人
代
表
の
宮
腰
光
寛

衆
議
員
が
挨
拶
。
伊
東
尚
志

町
長
、
石
澤
義
文
全
国
連
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

坂
井
会
長
は
、
町
議
会
議

員
を
七
期
務
め
ら
れ
、
平
成

十
四
年
か
ら
商
工
会
長
並
び

に
観
光
協
会
長
に
就
任
以
来
、

地
域
商
業
活
性
化
に
尽
力
さ

れ
て
き
た
。
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事業内容等の検討を重ねる
「第２回実行委員会」

さんちょんぴん蔵の店頭

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

地
域
資
源
活
用
事
例

高
岡
市
商
工
会

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会

　

富
山
市
八
尾
は
「
お
わ
ら
風
の
盆
」

で
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
が
、
長
年
、

そ
の
お
わ
ら
の
期
間
以
外
の
賑
わ
い

創
出
に
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

今
年
度
、
本
商
工
会
で
は
、
食
談

議
な
ど
の
開
催
に
よ
る
食
の
魅
力
の

再
構
築
と
ま
ち
な
か
探
検
や
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
体
験
交
流
型

事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
試
行
す
る
こ
と
で
、
都
市
生
活
者

と
地
域
住
民
の
交
流
を
促
進
し
、
魅

力
あ
る
地
域
社
会
の
確
立
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

国
の
採
択
を
受
け
事
業
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

採
択
決
定
後
、
専
門
家
・
行
政
・

観
光
協
会
・
飲
食
店
組
合
な
ど
か
ら

な
る
実
行
委
員
会
の
開
催
や
食
談

　

高
岡
市
商
工
会
福
岡
支
所
で
は
、

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
二
日
高
岡

市
福
岡
町
の
中
心
部
に
お
い
て
、
地

域
住
民
交
流
の
場
・
全
国
の
特
産
品

を
扱
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
『 

さ
ん

ち
ょ
ん
ぴ
ん
蔵 

』を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

さ
ん
ち
ょ
ん
ぴ
ん
蔵
の
名
称
は
、

産
地
・
直
送
・
品
を
意
味
し
、
地

元
の
と
れ
た
て
野
菜
や
、
特
産
品
は

も
ち
ろ
ん
の
事
、
そ
の
他
全
国
の
人

気
特
産
商
品
や
工
芸
品
を
直
接
仕
入

れ
、
地
域
住
民
に
提
供
す
る
事
で
街

の
賑
わ
い
に
役
立
て
て
い
る
。

　

ま
た
、
情
報
配
信
ツ
ー
ル
と
し
て

百
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
他
地
区
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
福
岡
町
ま

で
買
い
求
め
に
来
る
お
客
さ
ん
も
少

議
・
エ
コ
ツ
ア
ー
の
部
門
毎
の
打
ち

合
わ
せ
会
を
行
い
、
事
業
内
容
に
つ

い
て
検
討
し
て
き
た
。

　

食
談
議
事
業
で
は
、
地
産
地
消
や

食
の
安
全
・
安
心
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
で
、
地
域
の
農
家
見
学
会
、
湯

布
院
料
理
研
究
会 

代
表 

新
江
憲
一

氏
に
よ
る
料
理
実
演
会
な
ど
を
実
施

し
、
地
域
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
や
調
理
方
法
な
ど
の
食
に
関

す
る
研
究
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
発
表

の
場
と
位
置
づ
け
た
「
個
店
に
よ
る

食
談
議
」
と
「
合
同
食
談
議
」
を
開

催
し
、
一
般
顧
客
よ
り
評
価
を
受
け
、

今
後
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
エ
コ
ツ
ア
ー
事
業
は
、
ま

ち
な
か
並
び
に
自
然
体
験
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を
曜
日
毎
に
六

コ
ー
ス
（
八
日
間
）
に
設
け
、
受
入

体
制
や
コ
ス
ト
面
で
継
続
可
能
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
験
的
に
実
施
、

参
加
者
に
意
見
を
聞
く
こ
と
で
新
た

な
気
づ
き
を
発
見
す
る
こ
と
や
、
飲

食
や
特
産
品
・
旅
行
業
者
な
ど
を
で

き
る
だ
け
多
く
巻
き
込
む
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
へ
寄
与
し
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。
併
せ
て
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
研
修
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
等
も
予
定
し

て
い
る
。

な
く
な
い
。

　

九
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
に
は

伝
統
三
百
有
余
年
の
奇
祭
「
つ
く
り

も
ん
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
当
蔵

で
は
東
北
応
援
セ
ー
ル
を
行
い
、
福

島
・
宮
城
・
岩
手
の
三
県
よ
り
特
産

品
を
仕
入
れ
販
売
し
た
。
祭
り
当
日

に
は
県
内
外
観
光
客
が
訪
れ
、
東
北

の
特
産
品
を
求
め
る
お
客
が
多
く
、

予
定
よ
り
早
く
完
売
し
た
。

　

当
初
は
二
日
間
の
限
定
で
開
催
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
継
続
販
売
を

求
め
る
声
も
多
か
っ
た
事
や
、
ま
ち

全
体
で
の
東
北
支
援
の
意
向
を
踏
ま

え
、
店
頭
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
を

継
続
し
収
益
金
の
一
部
を
義
援
金
と

す
る
事
に
し
た
。

【
食
談
議
と
エ
コ
ツ
ア
ー
に
よ
る
体
験
交
流
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事
業
】

全
国
の
特
産
品
を
配
信
、東
北
支
援
・
地
域
活
性
化
へ東北特産品の数々
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企
業
名　

㈱
福
光
石
工

　

所
在
地　

南
砺
市
寺
家

　

代
表
者　

常
本　

幸
晴

　

業　

種　

石
工
品
製
造
業

　

当
社
が
開
発
し
た
墓
石
の
組
立
工

法
は
、
石
材
を
直
接
加
工
し
連
結
さ

せ
る
こ
と
で
、
高
い
耐
震
性
を
実
現

し
て
い
る
。
ま
た
水
の
溜
ま
り
場
を

作
ら
な
い
構
造
の
た
め
、
凍
結
に
よ

る
連
結
部
の
ズ
レ
や
破
損
を
生
じ
な

い
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

当
社
の
長
年
の
石
材
加
工
技
術
を
活

か
し
た
も
の
で
、
現
在
特
許
出
願
中

で
あ
る
。

◆
取
組
み
の
き
っ
か
け

　

あ
る
統
計
に
よ
る
と
、
全
国
の
墓

石
の
八
割
以
上
は
地
震
対
策
が
取
ら

れ
て
お
ら
ず
、
地
震
の
た
び
に
大
き

な
被
害
を
受
け
る
。
ま
た
降
雪
地
帯

で
は
春
に
な
る
と
雪
解
け
に
よ
る
墓

石
の
倒
壊
や
、
石
の
連
結
部
に
進
入

し
た
雨
水
が
凍
結
し
て
破
損
を
引
き

起
こ
す
な
ど
の
被
害
が
発
生
す
る
。

こ
う
し
た
実
情
を
受
け
、
代
表
者
自

身
が
水
・
雪
・
地
震
に
強
い
安
心
・

安
全
な
お
墓
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

と
い
う
思
い
を
強
め
た
。

◆
他
社
と
の
優
位
性

　

免
震
・
耐
震
を
謳
う
墓
石
は
他
に

も
存
在
す
る
が
、
金
属
製
の
補
強
材

を
挿
入
し
た
り
、
ゲ
ル
素
材
で
免
震

性
を
実
現
す
る
な
ど
、
多
く
は
石
以

外
の
異
物
を
利
用
す
る
。
当
社
は
石

材
の
み
で
加
工
す
る
た
め
、石
の
「
腐

食
・
劣
化
に
強
い
」
と
い
う
特
徴
が

そ
の
ま
ま
活
か
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

既
存
の
墓
石
へ
の
加
工
も
可
能
な
た

め
、
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
に
も
対
応
で

き
る
。

◆
今
後
の
目
標

　

近
年
の
相
次
ぐ
地
震
災
害
に
よ

り
、
耐
震
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。
今
後
当
社
は
、
本
技

術
を
用
い
た
墓
石
の
受
注
比
率
を
高

め
る
と
共
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
に

お
い
て
も
同
様
の
加
工
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
新
た
な
需
要
を
獲
得
し
て
い

く
。
ま
た
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
放
映
し
、

顧
客
商
圏
の
拡
大
を
図
る
。
以
上
に

よ
り
五
年
後
に
は
当
期
比
三
〇
％
の

売
上
増
加
を
目
指
す
。

　

今
ま
で
五
回
に
わ
た
り
販
促
カ
レ
ン
ダ
ー
に

つ
い
て
概
要
か
ら
盛
込
む
べ
き
内
容
を
説
明
し

て
き
た
。
販
促
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
す
る
こ
と

で
季
節
行
事
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
需
要
に
対
応

し
た
売
り
方
が
で
き
る
。
例
え
ば
十
二
月
か
ら

三
月
に
か
け
て
は
ク
リ
ス
マ
ス
、バ
レ
ン
タ
イ
ン・

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
、
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
顧
客
が
ど
う
い
う
行
動

を
取
る
の
か
を
予
測
し
て
売
り
方
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
販
促
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
す
る
際
に
は

目
標
を
数
値
化
し
、
効
果
測
定
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。ま
ず
は
今
年
の
販
促
活
動
を
棚
卸
し
、

費
用
対
効
果
を
検
証
し
て
み
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

 

経
営
安
定
特
別
相
談
室
　 

④

採
算
管
理
の
徹
底
に
よ
っ
て
収
益
改
善
を
図
る
事
例

【
現
状
】

　

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
の
下
請
受
注

を
主
体
と
し
て
、
永
年
に
亘
っ
て
土

木
工
事
を
手
掛
け
て
き
た
が
、
受
注

額
の
落
込
み
と
受
注
単
価
の
厳
し
さ

等
に
よ
っ
て
営
業
損
益
段
階
か
ら
大

幅
な
赤
字
を
計
上
す
る
に
至
っ
た
。

【
問
題
点
】

　

工
事
受
注
を
優
先
し
、
売
上
高
確

保
を
目
指
し
た
結
果
、
赤
字
受
注
が

増
え
て
収
益
が
悪
化
し
た
。
更
に
新

規
受
注
先
が
倒
産
し
不
良
債
権
の
発

生
か
ら
資
金
計
画
の
大
幅
な
見
直
し

が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。

【
経
営
課
題
】

　

受
注
拡
大
に
向
け
て
様
々
な
建
設

機
械
、
人
材
採
用
に
よ
る
必
要
経
費

を
借
入
金
に
依
存
し
た
。
ま
た
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
事
業
の
採
算
性
が
悪

化
す
る
な
ど
経
営
の
立
直
し
に
よ
る

再
建
が
急
務
と
な
る
。

【
提
案
・
支
援
事
項
】

　

当
面
の
資
金
繰
り
の
安
定
策
と
し

て
、
一
定
期
間
の
元
金
返
済
猶
予
に
よ

る
手
元
資
金
流
失
阻
止
と
不
採
算
部
門

の
縮
小
（
資
産
売
却
に
よ
る
借
入
金
圧

縮
）
及
び
受
注
工
事
毎
の
採
算
管
理
の

徹
底
と
販
管
費
見
直
し
に
よ
る
収
益
改

善
を
提
案
す
る
。
手
元
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

（
現
金
及
び
現
金
同
等
物
）
を
残
し
て

お
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　

経
営
改
善
を
お
考
え
の
方
は
様
々
な
取

組
み
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

最
寄
り
の
商
工
会
又
は
県
商
工
会
連
合
会

の
窓
口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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九
月
二
十
九
日
、
全
国
連
で
は
都

道
府
県
連
会
長
を
対
象
と
す
る
商
工

会
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
全
国
会
長
会

議
を
福
島
県
郡
山
市
熱
海
町
で
開
催

し
た
。

　

商
工
会
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

福
島
県
双
葉
町
商
工
会
の
田
中
清
一

郎
会
長
か
ら
「
被
災
地
の
現
状
」
と

し
て
原
発
事
故
の
影
響
や
仮
払
い
補

償
の
早
期
実
施
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た

後
、
全
国
連
の
石
澤
会
長
か
ら
「
復

興
支
援
に
関
す
る
全
国
連
の
対
応
状

況
」
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
四
班
編
成
に
よ
る
グ
ル
ー

　

山
ノ
内
町
は
人
口
約
一
万
四
千
人

（
高
齢
化
率
約
三
十
％
）、
町
内
に
志

賀
高
原
や
湯
田
中
温
泉
郷
等
の
観
光

資
源
を
持
つ
、
長
野
県
北
東
に
位
置

す
る
町
で
あ
る
。
昨
年
度
、
山
ノ
内

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
た
町

内
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
安
否
確

認
訪
問
に
て
「
買
物
が
不
便
」「
交

通
手
段
が
な
い
」
と
の
声
を
聞
い
た

こ
と
が
本
取
組
み
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

　

わ
く
わ
く
商
店
街
は
、
長
野
県
の

山
ノ
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
山
ノ

内
町
商
工
会
が
主
体
と
な
り
、
食
料

品
や
日
用
雑
貨
、
衣
料
品
等
を
販
売

す
る
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
で
あ
る
。
今
年

の
七
月
か
ら
つ
つ
み
住
民
活
動
セ
ン

タ
ー
の
会
議
室
を
会
場
と
し
て
、
毎

月
二
回
開
催
し
て
い
る
。
車
を
運
転

で
き
な
い
高
齢
者
に
は
、
有
償
で
送

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
各
地

の
商
工
会
の
組
織
、
事
業
面
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
、
参

加
者
相
互
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

全
国
会
長
会
議
で
は
、
平
成

二
十
四
年
度
商
工
会
関
係
予
算
や
、

十
一
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
る
商

工
会
全
国
大
会
の
意
見
表
明
項
目
に

つ
い
て
審
議
し
た
。

　

翌
三
十
日
に
は
、
岩
手
県
、
宮
城

県
、
福
島
県
の
三
方
面
に
分
か
れ
て

被
災
地
の
視
察
、
現
地
商
工
会
と
の

懇
談
を
行
っ
た
。

迎
サ
ー
ビ
ス
も
行
う
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

得
て
、
買
物
に
来
た
高
齢
者
が
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
会
話
を
楽
し
め
る

場
を
提
供
し
て
い
る
点
も
わ
く
わ
く

商
店
街
の
特
徴
で
あ
る
。
わ
く
わ
く

商
店
街
は
、
買
物
弱
者
支
援
だ
け
で

は
な
く
、
住
民
の
寄
り
合
い
処
と
な

る
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
来
店
し
た
女

性
は
、「
地
元
に
商
店
が
な
く
、
普

段
は
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
。
友
達
と
一
緒
に
買
物
も
で
き
る

し
話
も
で
き
て
楽
し
い
」
と
話
し
た
。

　

し
か
し
、
事
業
の
採
算
性
は
や
は

り
厳
し
い
。
本
取
組
み
に
賛
同
す
る

事
業
者
は
、「
新
規
顧
客
を
獲
得
し

た
い
気
持
ち
も
当
然
あ
る
が
、
地
域

貢
献
の
気
持
ち
が
無
い
と
出
来
な

い
」
と
話
す
。

　

わ
く
わ
く
商
店
街
の
実
施
主
体
で

あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
、
商
工
会
の

い
ず
れ
も
、
様
々
な
立
場
の
方
・
団

体
が
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
す
る

の
が
大
事
と
言
う
。
こ
の
視
察
を
通

じ
て
、
地
域
の
課
題
に
向
き
合
う
に

は
地
域
の
協
力
体
制
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
を
再
認
識
し
た
。

買
物
弱
者
支
援
か
ら
広
が
る
地
域
の
絆

福
島
県
で

商
工
会
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

石澤会長挨拶

浜風商店街視察

地元民で賑わう店内

　「ニッポン全国物産展」は地域力宣言の中でも最大級
のイベントです。ニッポン全国から約400社が池袋サン
シャインシティに集結し、自慢の産品を販売します。また、
昨年多くのメディアで紹介され、話題になった「ニッポン
全国ご当地おやつランキング」も継続実施されます。
　富山県からは11事業者が出展されます。多数のご来
場をお待ちしております。

■期日　11月25日（金）～27日（日）
　　　　10：00～19：00（最終日は17：00閉場）
■会場　池袋サンシャインシティ　展示ホールＡ・Ｂ
　　　　（東京都豊島区東池袋３－１）
【お問い合せ先】
地域力宣言事務局（受付時間：平日10：00～18：00）
ＴＥＬ03-6226-0544　ＦＡＸ03-6226-0545

　
県
商
工
会
連
合
会
と
富
山
市
南
商
工
会
大
山
支
部
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
展
開
事
業
の

一
環
と
し
て
買
物
難
民
対
策
の
先
進
事
例
と
し
て
、
十
月
十
七
日
・
十
八
日
に
、
長
野

県
山
ノ
内
町
で
取
組
む
「
わ
く
わ
く
商
店
街
」
を
視
察
し
て
き
た
。
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
全
国
商
工
会
連
合
会
が
毎
月
発
刊

す
る
、
地
域
を
結
ぶ
総
合
情
報
誌
　
月
刊
「
商
工

会
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
を
抜
粋
し
ま
し
た
。

一
〇
〇
万
会
員

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　

活
用
事
例

　

長
崎
県
南
島
原
市
商
工
会
員
の

森
永
材
木
店
の
森
永
隼
人
社
長
は
、

「
近
く
の
千
人
を
相
手
に
す
る
よ

り
、
全
国
一
億
人
を
相
手
に
し
た

ほ
う
が
チ
ャ
ン
ス
が
ひ
ろ
が
る
か

ら
」。と
言
う
動
機
か
ら「
一
〇
〇
万

会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
活
用
し

た
。

　

南
島
原
市
商
工
会
員
の
う
ち

二
百
三
十
六
事
業
所
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
が
、「
ア

ク
セ
ス
数
で
森
永
木
材
店
は
毎
回

ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
っ
て
い
る
」
と

商
工
会
の
情
報
担
当
者
は
話
す
。

　

商
工
会
の
経
営
指
導
員
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
、
ネ
ッ
ト
で
の
販

売
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で
ネ
ッ

ト
で
約
三
百
枚
の
ま
な
板
を
販
売

し
て
い
る
。「
売
上
は
少
し
ず
つ
だ

が
毎
年
増
え
て
い
る
」
と
、
森
永

社
長
は
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
社
で
は
イ
チ
ョ
ウ
の
木
を

使
っ
た
「
マ
イ
箸
づ
く
り
体
験
」

も
行
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
、
箸
づ
く
り
体
験
の
申

し
込
み
が
増
え
る
と
と
も
に
、「
箸

づ
く
り
体
験
に
参
加
し
、
ま
な
板

を
購
入
す
る
お
客
さ
ん
も
多
く
、

相
乗
効
果
に
な
っ
て
い
る
」と
ネ
ッ

ト
の
効
果
を
強
調
し
て
い
る
。

輝
け
商
工
会

　

埼
玉
県
富
士
見
商
工
会
（
大
久

保
義
海
会
長
）
は
、
平
成
十
四
年

か
ら
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」

を
運
営
し
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出

場
す
る
市
内
在
住
の
個
人
や
団
体

に
対
し
て
激
励
金
を
交
付
し
て
い

る
。
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
応

援
を
通
し
て
、
地
域
の
連
帯
意
識

の
高
揚
と
市
民
の
健
康
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
商
工
会
を
地
域
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
手
段
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。

　

交
付
の
対
象
と
な
る
の
は
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
関
東
大
会
や

全
国
大
会
、
国
際
大
会
な
ど
に
出

場
す
る
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

す
る
個
人
や
、
市
内
を
本
拠
地
に

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
。

　

激
励
金
を
受
け
た
選
手
や
関
係

者
か
ら
は
「
遠
征
に
は
費
用
が
か

か
る
の
で
、
大
変
あ
り
が
た
い
」

と
感
謝
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
運

営
は
、
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
の

役
割
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
商
工

会
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
る
。
大
会
出
場
前
の
壮

行
会
な
ど
で
「
商
工
会
に
激
励
金

を
い
た
だ
い
た
」
と
報
告
す
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
商
工
会
の
ｐ
Ｒ
に

大
変
役
立
っ
て
い
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
の

　
　

も
の
づ
く
り
百
景

　

兵
庫
県
に
あ
る
加
美
電
機
株
式

会
社
（
池
田
一
一
社
長
）
は
、
プ

リ
ン
ト
基
板
の
実
装
を
主
力
に

業
容
拡
大
。
中
で
も
金
融
機
関

の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
の

電
子
制
御
プ
リ
ン
ト
基
板
で
は
高

シ
ェ
ア
を
誇
る
。
ま
た
、
新
た
に

開
発
し
た
停
電
対
応
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

「
レ
ス
球
（
レ
ス
キ
ュ
ー
）」
な
ど

自
社
製
品
を
三
年
以
内
に
全
売
上

高
の
三
十
％
を
占
め
る
ま
で
に
育

て
る
戦
略
を
進
め
て
お
り
、
十
月

二
十
七
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
っ

て
香
港
で
開
催
さ
れ
る
「
香
港
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　

ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
フ
ェ
ア
」
に
レ
ス
球
な
ど
を

出
展
、
海
外
へ
の
売
り
込
み
に
も

全
力
を
挙
げ
る
。
同
フ
ェ
ア
は
世

界
の
照
明
機
器
関
係
者
が
集
ま
る

大
規
模
な
展
示
会
で
、
海
外
へ
の

売
り
込
み
も
期
待
で
き
る
。
池
田

社
長
は
近
年
、
照
明
に
関
す
る
海

外
出
張
を
増
や
し
て
お
り
、
自
ら

市
場
開
拓
に
ま
い
進
し
て
い
る
。

地
方
の
新
た
な
い
ぶ
き

　

東
日
本
大
震
災
で
道
の
駅
が
大

き
く
注
目
さ
れ
た
。
や
や
高
台
に

あ
っ
て
津
波
被
災
を
免
れ
た
道
の

駅
は
、
地
元
の
生
鮮
野
菜
の
供
給
、

さ
ら
に
、
支
援
に
向
か
う
自
衛
隊
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
の
休
憩
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
興
味
深
い

役
割
を
演
じ
た
。

　

旧
本
吉
町
は
平
成
二
十
一
年
九

月
に
気
仙
沼
市
に
編
入
合
併
し
、

現
在
で
は
気
仙
沼
本
吉
町
と
な
っ

て
い
る
。
旧
本
吉
町
は
風
光
明
媚

な
海
水
浴
場
と
し
て
知
ら
れ
る
大

谷
海
岸
沿
い
の
無
人
駅
に
隣
接
し

て
「
道
の
駅
大
谷
海
岸
」
が
設
置

さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
「
道
の
駅
大
谷
海
岸
」
を

巨
大
津
波
が
襲
う
。
メ
イ
ン
施
設

の
「
は
ま
な
す
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
三
階
の
天
井
ま
で
浸
水
し
、
内

装
を
破
壊
、
機
材
を
流
出
さ
せ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
産

業
振
興
公
社
は
必
死
の
対
応
を
重

ね
、
農
林
水
産
物
直
売
所
の
建
物

を
修
復
し
、
農
林
水
産
物
と
生
活

用
品
の
販
売
、
そ
し
て
、
小
さ
な

食
堂
を
四
月
二
十
九
日
か
ら
再
開

し
て
い
る
。

注
目 

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド

　

い
ま
、
温
泉
地
や
観
光
地
の
旅

館
が
厳
し
い
状
況
だ
。
特
に
、
部

屋
数
の
少
な
い
小
規
模
旅
館
は
、

月
平
均
稼
働
率
が
二
十
％
を
下
回

る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
鹿
児
島
県
に
あ
る
客
室
数

十
四
室
の
日
当
山
温
泉
に
あ
る「
Ｙ

Ｏ
Ｕ
湯
」
は
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
予

約
の
際
に
月
齢
は
も
ち
ろ
ん
、使
っ

て
い
る
ミ
ル
ク
の
銘
柄
、
お
む
つ

の
種
類
を
聞
く
こ
と
で
、
お
客
が

大
き
な
荷
物
を
用
意
す
る
こ
と
な

く
来
館
で
き
る
よ
う
、
女
性
の
気

持
ち
を
徹
底
的
に
考
え
た「
赤
ち
ゃ

ん
大
満
足
プ
ラ
ン
」
を
導
入
し
て

か
ら
、
二
十
代
、
三
十
代
の
お
客

さ
ま
が
急
増
し
、
月
間
平
均
稼
働

率
八
十
％
以
上
、
旅
行
サ
イ
ト
で

の
顧
客
満
足
度
上
位
と
い
う
人
気

を
誇
っ
て
い
る
。
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ツインクルナイトｉｎ小杉

ふれあい青空市「やまだの案山子」

風の盆ステージ

ふくの歳の大市

１２／１（木）～１／３１（火）

土曜・日曜・祝日

１２／１０（土）・２４（土）

１２／２７（火）予定

射水市商工会小杉支所

ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会

越中八尾観光協会

南砺市商工会福野事務所

0766-55-8023

076-457-2333

076-454-5138

0763-22-2536

イベント名 開 催 日 お問合せ先

12月月各地の

生産技術部門の
役割が重要！

「テクニカル・エンジニア育成塾」開催のご案内「テクニカル・エンジニア育成塾」開催のご案内 第2期生
募集
第2期生
募集

主催：富山県
≪事業の概要≫
　ものづくり産業が持続的に発展し、国際競争に打ち勝っていくためには、製品開発力に加え、開発設計
されたものをいかにスピーディーに高品質、低価格、そして安定的に作るかといった「生産技術」力を高
めていくことが求められます。
　この塾では、企業の生産技術部門の人材（テクニカル・エンジニア※1）を中心に、製造部門の担当者
や管理監督者等を対象として、設計段階で生じる様々な問題点を未然に是正し、製造の完成度を上げる活
動として広く使われている「デザインレビュー」（DR：設計審査※2）の手法や実例も紹介しながら、生
産技術力の強化とそれを担う人材の育成を図ります。

■開 催 日　平成 23年 12月 8日（木）、12月 9日（金）の２日間
■場　　所　ウィング・ウィング高岡（高岡市生涯学習センター）
　　　　　　高岡市末広町 1-7
■対 象 者　企業の生産技術部門・製造部門の管理監督者・担当者及び中小企業の経営者（定員 15名）
■参 加 料　8,000 円（テキスト代、交流会費）
■内　　容　①講義（QCDSレベル向上の考え方、デザインレビューの重要性と効果など）
　　　　　　②講話（県内企業における生産技術部門とデザインレビューの取り組み事例の紹介）
　　　　　　③個別演習（デザインレビューの実践に向けて）
　　　　　　④交流会（講師や参加者相互による懇親、情報交換）
■申込締切　平成 23年 11月 25日（金）
■講　　師　【講義・演習】パナソニック電工創研株式会社 技術製造研修センター 次長　田中 豊 氏
　　　　　　【講　　　話】株式会社不二越 工具事業部 生産技術部 部長　江藤 寿晃 氏
■申し込み・問い合わせ
　富山県 商工労働部 職業能力開発課　西野　TEL：076-444-3259　FAX：076-444-4406

※1 テクニカル・エンジニアとは
企業の設計部門（技術者）と製造部門（技能者）の仲介役となる生産技術部門を
担う人です。
設計部門からの設計図を製品化するために生産システムを構築し、製造部門がス
ムーズに生産できるように技術面のサポートをします。このため、製品知識に加
え、設計から製造までのものづくりに関する幅広い知識や経験が求められます。

※2 デザインレビュー（DR）とは
設計部門の設計案に対し、製造に着手する前に、
生産技術部門、製造部門、営業部門等がそれぞ
れのノウハウや情報をもとに、顧客ニーズに応
える「売れる商品づくり」を目指して、様々な
角度から設計書を評価・審査する場です。

生産技術部門の
役割が重要！

何でこんなに利益が
出ないのか…

経営者

何でこんなに納期通り
に作れないの？

営業部門
何でこんな使いにくい設備、
工程になっているの？

製造部門

何でこんなに狙い通りの
QCDSのものが出来ないのか…

商品開発部門

企業活動がグローバル化する中で、企業の技術優位性を確保していく生産技術力向上の手法を学びます。


